



On "Reawakening of the true church" in
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スに支配 され る ｢神の国｣であったが (プ レー ト 
-1.7,2 ll )42 ､今では神原は破壊され英国は悪魔に支配
)を論 じた際にこの作品が
多くの読者を当惑させている事実を指摘 し､その理由
0281-408 されていると映ったのである (同プレー ト､l )84-9l2. ｡ 
BJkae. の悲 しみと怒りは彼を奮起させ､英国を再建さ

















を以下に引用 しようC	 味しないことはそれが ｢最古の宗教｣と言われること
からも推測されよう｡キリス ト教はユダヤ教を母胎に
mt no e Gi Al
ni ?l














ioE tmanahe 誕生 した宗教であり､ユダヤ教以前には存在 しなかっ
tais たはずである｡それでは ｢イエスの宗教｣ とはなんで
あろ うか｡それは ドルイ ド教 (英国の古代の宗教)､
nt miitvehPieriiratB ユダヤ教､そ してキリス ト教をも超越 したいわばすべ
heT'■ての宗教の母胎､根源であると思われる.そ してOnilgRleP i hltararcaheS t teaor ?Ifi
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dcnnotaTrueanis areb dYt teconrovere e. ｢義なる宗教｣が誕生 したのである｡●前者は ドルイ ド
教を後者はユダヤ教を指す と思われる｡なぜならドル,0yedteiun ttansilbaltn
イ ド教においては罪を犯 したものは罰 として生け架と
なることを要求 されるからであり4 '､一方ユダヤ教に
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思われる英国とエルサ レムとの密着性を証明するため 本体であろう5 )｡エルサ レムは現実のイスラエルの首
tru aveeahha
の独断とも
si h t eL 川e d htaT ttI…
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都 とい うよりは ｢イエスの宗教｣が行われる国すべて
に存在する永遠不滅の聖都 と言えよう｡エルサレムが■に示される 17, 18
世紀当時の.考古学者達に言及する.なぜなら彼 らは｢古 英国の生命体であるとい うことは英国で ｢イエスの宗
代のすべての宗教は互いに関連 しあっていた｣とか｢ド 教｣が広く流布 しているとい うことであり､英国が ｢神
ルイ ド僧 と族長 とは密接な関係にあった｣ と述べたか の国｣でありうることを示唆 していると思われる｡
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asJ lerusaemw の Mi )と呼び､
一行はエルサレムが単に過去のみならず現在も英国の いずれも対立を含む不安定な性質であると述べる6'｡
それでは 18世紀の英国のキリス ト教を B
btanhtfitanaom no eGi AI '/ion 5･2.23ton,l



















の本質もしくは生命体であることを意味 していると思 は英国はかって ｢イエスの宗教｣が隅々まで行き渡っ
われる 3-. これは どのようなことを意味 しているので た ｢神の国｣であったと実感 しすべての人々が無心に
eae u ,0 ll
, eR nOfJ , 
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レムが英国の ｢流出｣であることはエルサ レムが英国
).42-1.生きる様子を次のように描いている｡ (pあろうか｡ これを解 く鍵は次の Y■- ye 
nlhtarttaniIhbna sofE ,nOeR OniIgte
bryoneitngo)sdfsroilefheT ml ntoMa ,l.'1にあ
sJhonitan -Wood,は ｢この世の人々はイエスの宗kaeると思われ る｡ Bl
教においてひとつに結ばれるのであり､それは最も古
い宗教であり､永遠の福音である｣ と述べる｡ここで
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j nSfyi S !synagogue'taan 
lkae帰ろうとするのである｡ B
英国が ｢神の国｣であったということは具体的には 誇 り｣をユダヤ教徒の ｢残酷な族長的な誇 り｣と同一
視する( 
はさらに ｢暗い独善的
カンタベリー､ロン ドン､ヨーク､エジンバラという )87.1 .ユダヤ教徒は ｢十戒｣を遵守しヤハウェ
4つの重要な大聖堂都市とその他の 24の大聖堂都市 の前に義人であることに民族的誇 りを覚え､異教徒を
kaeではすべての聖職者達が ｢罪の許 し｣を実践 し､貧民 殺教するのであるが､｢不完全な宗教｣を克服 した Bl









れる｡ ところが にたいする書き込み｣の中で激 しく抗議する 7)｡ユダ
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り､ 1 8世紀の英国国教会が体現するキリス ト教はユlreffesolam







3.18な宗教 に変貌 し､それが今 世紀の英国を席巻す｣
●に象徴される ｢ドルイ ド教｣のような ｢不完全-
kae
るのである,このことについては後に再び言及する｡ 









陥 ったことがあることを認 め次の よ うに告白す る らはlMoJVi
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自身も ｢不完全な宗教｣に b｢審判者｣としての AJonj が登場する｡彼の足元か
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?L ds anion- 性は想像力と分離すると｢按 と道徳を組立て神の肉体
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Furnace. fdarehTirencesofEpe の ' eG no激 しく攻撃するが､ 
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ある ｢イエスの宗教｣が説 く ｢自我滅却｣ を意味する An dthe htsuh lapewereiCshtftgaeso , 
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T omayseetる｡敵と味方 とを区分 し､味方のために敵を抹殺する ;l bowersonef
のも理性の残酷な働きと言えよう｡ - eAt ｢1 
2 12の祭壇 はイスラエルの 支族を想起せ しめよう｡｣







彼 らはヤ- ウェのために異教徒を殺教することを美徳 An dtmb db






A nb ewn dP kg li derrounsinkla gt , 
inidnAn db OSyJirarsgwhb &it my d i ･esres 
































































dt Di ec efmt ma , 






as 山d h touti市｣と人間とは父と子のように愛 しあい､庇いあうと
考える｡つまり父である都市が悲 しみ､虜えるのは明 l bruumerahth i fevocesoter, ei le 
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き Alionb は永遠界に飛期 し ｢イエスの宗教｣ -覚醒 ionb121-0. .)例えば Al の 4つの精神機21
izenas)である Ur L huva(理性 )､ (情熱)､ 
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上主義の嵐にもてあそばれ硬直化 し ｢不完全な宗教｣､
｢独善的キリス ト教｣-と堕落するが､ふたたび ｢罪












63-5 6頁｡6釈 (聖公会出版､ 199 1年) 3deynese.feorekaeBl の作品からの引用は G yK , 
TheC ltompee Wirtingsof Wl (L donon:O fdxoriiam BJkae
U i inverstyPress,1969)による｡ 
Losが AIbionゴルゴヌーザは を再生させるためll)
に建てた幻想的な芸術の都市である｡そこにある東西
1) 拙著 ｢W.ブレイクの ｢エルサ レム｣について｣ 南北の門の うち､西の門だけは ｢最後の日｣まで閉じ
512-
室蘭工業大学紀要 第 47号 (1997年)を参照 nて い る と言 わ れ る｡ Damo, A tclkaB e Dii〃oaり,
のこと 61pp. 4.61-3
-

■ー『 
